
研究者の実
知識の

近畿大学

筒井

践共同体と
の創造

経営学部

万理子

11

本報告の構成

１．はじめに－経営学における「実践共

（１）ナレッジ・マネジメントにおける

（２）「実践共同体」の事例とその調査

．実証研究－研究者たちで構成される実

３．結果と考察

４．まとめ

２

共同体」概念の検討－

る「実践共同体」の意義

査のあり方

実践共同体と知識の創造－

事前配布部分

22



１．はじめに
－経営学における「実践

（１）ナレッジ・マネジメントにおける

• 「実践共同体」概念を提唱したLave a

「知識」と「実践」を切り離したテキス
「与えられた」科目内容を、特定の子供
ことに焦点が置かれた（邦訳本の佐伯
いったん離れ、徒弟制をモデルに学習

「新参者が実践共同体の一部に加わって

産婆、仕立て屋、操舵手、肉屋、断酒中
いる。

践共同体」概念の検討－

る「実践共同体」の意義

and Wenger（1991）の研究

スト中心の教授法への批判：「特定の
供がいかにして理解に達するかという
による解説、184頁）」教授法から
プロセスを明らかにしようとした。

ていくプロセス（邦訳本2頁）」

中のアルコール依存者の事例を挙げて
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• Lave andWenger(1991)によって提示さ
援用した初期の代表的研究はBrowna
おける仕事・学習・イノベーションを

• Wenger , McDermott and Snyder(2002)
策が数多く提示した。2002年に邦訳本
レッジ・マネジメント研究者に「実践

「コミュニティ育成の原則」「コミュニ

された「実践共同体」概念を経営学に
nd Duguid (1991)である。経営組織に

を説明する中核概念とした。

)は知識をマネジメントするための施
本が出版されたことにより、日本のナ
践共同体」概念が浸透したと言えよう。

ニティ・コーディネーター」など多数

44



実践共同体と他の組織
Wenger et al.（2002）

目的は何か

実践コミュニティ
知識の創造、拡大、交
び個人の能力開発

公式のビジネスユニット 製品やサービスの提供

作業チーム 継続的な業務やプロセ

プロジェクトチーム 特定の職務の遂行

関心でつながるコミュニティ 情報を得るため

非公式なネットワーク
情報を受け取り伝達す
がだれなのかを知る

Wenger et al.(2002)野村恭彦監修・桜井祐子訳の邦

織構造の違い
より

メンバーはどんな人か

換、およ 専門知識やテーマへの情熱により
自発的に参加する人々

マネジャーの部下全員

スを担当 マネジャーによって配属された人

職務を遂行する上で直接的な役割
を果たす人々

関心を持つ人となら誰でも

る、だれ 友人、仕事上の知り合い、友人の
友人

邦訳本82ページより抜粋。
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（２）「実践共同体」の事例とその調査

・Wenger et al.（2002）で挙げられた事
ラーのエンジニア、ゼロックスの修理営

調査方法：インタビューなどの一次デー
であると推測される

・松本（2019）で挙げられた事例（一部
教育サービス会社における実践共同体

調査方法：インタビューと観察調査

査方法

事例（一部）：ダイムラー・クライス
営業マン、シェル石油の深海調査

ータや、資料や記事などの二次データ

部）：陶磁器産地における実践共同体、
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実践共同体に関して定性的調査が採用

• 組織構造のように明示化された組織と
する組織であるため、数値化や文章化
しているのかもしれない

• 定性的調査と定量的調査の両方からア
研究の可能性が広がると考えられる。

しかしながら

定性的調査の様々な限界に直面し（デリケート
に応じてもらえないこともある）、これをきっ
いと考えるように（筒井2015）。

される傾向にあるのはなぜか

とは違い、境界が曖昧で有機的に進化
化しにくい現象を扱う定性的調査が適

アプローチすることで、実践共同体の

トな人間関係を調査するため、インタビュー
っかけとして、定量的調査の可能性を探りた
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学会当日に、「論文データ」を用いることで
れる知識の内容の解明を試みた成果を報告

で、実践共同体の可視化、そこで創造さ
いたします。
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